
 

タイトル 「令和５年度地区研究発表」 

 講演者 秋山和典(大船高校 PTA会長) 

  

 学校名  神奈川県立大船高等学校ＰＴＡ 

                                        

講演テーマまたは研究テーマ 「全部全力、全部青春大船高校」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

  まずは、こちらから・・・動画を流す。 

 

２．大船高校の紹介 

私も大船高校大好きです。本当に雰囲気とい 

 い、生徒の様子といい良い学校です。PTA も青 

 春しています！ 

大船高校は鎌倉市にある学校です。知ってい  

 ました？大船駅からバスか北鎌倉駅から徒歩で    

 行く学校で、 自転車通学はしない学校です。来 

 週には 40 周年記念式典があります。 本日は、  

 各委員会の紹介 運営委員会の大きな取り組み  

 について発表します。 

 

３．各委員の紹介 

   恐らく、どこの学校も設置している委員会は 

 大差ないと思います。大船高校が胸張って言え 

 ることは、各委員会と委員長と役員との繋がり 

 の太さ。各委員会での揉め事や文句はありま  

 す。辞めてしまう人もいます。次年度は設置で 

 きなくて休止したほうが良いのでは？という話 

 も出てきます。委員会から委員長、そして私へ 

 必ず相談が来ます。これは感謝です。私が対応 

 することもありますが、役員が間に入ってくれ 

 て話をしてくれたり、運営委員会の場で、他の 

 役員が意見を述べてくれたりと、その委員会を 

 蔑ろにしないとこと。『自分たちのことは自分 

 たちで。』としないこと。ここが強いところで 

 す。 

 

４．運営委員会の取り組み 

   入会申込書の変更と臨時総会の実施。 

 googleForm で開催しましたが、これだって大船 

 高校にとっては大きな一歩なのです。総会の集 

 計は、学校側から名簿を借り(この時点で、個人 

 情報保護の観点からアウトですよね。そういう 

 現状だったのです。)、真っ暗になるまで読み合 

 わせして集計。まだやっている学校ありま 

 す？スプレッドシートで集計して一発ですよ 

 ね。この取り組みだって立派な取り組みだと思 

 います。 

あとは、笑い話で聞いてください。参考にな  

 るところは参考にして。  

 ・ネット環境。新しいパソコンを買うも、ネッ 

トが繋がっていない現状だった。昨年まで 

は、契約していた が使用頻度が少なく勿体な 

いという結論から、解約しました。今は役員 

の方々のポケット wifi で繋がる。 

 ・メンバー集め。 

 

５．最後に 

大船高校は運営委員会の時間短縮に成功して 

 います。一昨年の 4 分の 1 ・昨年の 2 分の 1  

 となっています。先生がたにも申し訳なくてた 

 まらなかった。『1 時間お昼を食べてやりまし 

 ょう。』なんて当たり前笑。正直言って今まで 

 のスタイルはみんなの時間泥棒でした。内容が 

 簡素になったか？違います。むしろ各委員会か 

 らの話の場を設けて、今まで以上に充実してい 

 ます。発表内容や伝えたい物・印刷物は事前に  

 LINEで教えていただき共有しています。これだ 

 けでもだいぶ違います。要らないことを省く視 

 点を持つことにも成功しています。 

   昨年度の副校長先生より『毎年毎年、PPT の 

 技術を昨年以上にしよう。という考えで技術の 

 発表の場になってしまっている。秋山さんは、

取り組みだけを伝えるだけでよいです。』と言わ

れ、本当に肩の荷がおり ました。また、幸田校長

先生からも『取り組んできたことを淡々と話せば

よいです！』との言葉をいただ きました。 ・○

○年間変わっていませんね。少しずつ見直す時期

に来ていると大船高校では考えています。交通安



 

 

 
 取り組みだけを伝えるだけでよいです。』と言 

 われ、本当に肩の荷がおり ました。また、幸田 

 校長先生からも『取り組んできたことを淡々と 

 話せばよいです！』との言葉をいただきまし 

 た。 

PTAの取り組みについて少しずつ見直す時期に 

 来ていると大船高校では考えています。交通安 

 全大会も PPT での発表をなくしたと伺いまし 

 た。会長 LINE にも、いきなり会長を辞めてし 

 まった方や、高Ｐ 連脱退を学校の先生と相談し 

 て決めた方等、動いている学校がたくさんあり 

 ます。 

  『昨年と同じが楽。』ではなく、先生がたに保 

 護者は本当に忙しいです。今後は負担を減らし 

 ていく方向で行きましょう。 

 

 

 

 

 


